
一般質問発言通告書 

 

令 和 ７ 年 ８ 月 2 5 日 

午   時  分 受 付 

（通告書 ２ 枚）No. １ 

 

 下記の事項について、質問したいので通告します。 

   令和 ７ 年 ８ 月 25日 

 つくば市議会議長 様 

 

つくば市議会議員     伊藤 文弥    
 

質 問 事 項 要      旨 答弁者 

１ ひきこもり等に

関する実態調査を

踏まえた今後の支

援について 

 

近年、8050 問題等に代表されるひきこもり問題

は深刻な社会課題となっている。内閣府が令和４

年度に実施した「こども・若者の意識と生活に関

する調査」では、15～39 歳の 2.05％、40～64 歳の

2.02％がひきこもり状態にあるとの結果が示され

ており、全国で約 146 万人がひきこもり状態にあ

ると推計されている。つくば市においても、同調

査結果を基に推計すると約 3,400 人のひきこもり

状態の方がいることになる。 

つくば市では令和６年度に「ひきこもり等に関

する実態調査」を実施し、地域の実情把握に努め

ているところである。この調査結果を踏まえた効

果的な支援策の検討が求められている。 

以下、つくば市のひきこもり支援の現状と今後

の方向性について伺う。 

(1) 令和６年度に実施した「ひきこもり等に関す

る実態調査」について 

ア 調査方法の概要 

イ 把握できた人数と年代構成 

ウ ひきこもりに至った経緯 

 

市長 

担当部長 

 

※ 一般質問を行うに当たっては、明確な答弁を求めるため、会議規則第61条編注４

のとおり、通告書に発言の要旨等を読んで分かる程度の具体的内容を記入されるよ

うお願いします。 



つくば市議会議員  伊藤 文弥   No. ２   
 

質 問 事 項 要      旨 答弁者 

 

 

 

(2) 現在の支援体制と取組状況について 

ア 実施しているひきこもり支援の具体的内 

容 

  イ 相談件数の推移と相談内容の傾向 

  ウ 予算規模と事業効果の評価 

(3) 今後の支援体制充実に向けた取組について 

ア 実態調査で明らかになった課題を踏まえ 

た今後の取組方針 

  イ 支援体制強化に向けた具体的な検討事項 

 

 

 

市長 

担当部長 

 

※ 一般質問を行うに当たっては、明確な答弁を求めるため、会議規則第61条編注４

のとおり、通告書に発言の要旨等を読んで分かる程度の具体的内容を記入されるよ

うお願いします。 


